
　7 月 25 日から斜里町教育委員会（知床博物館）が
埋蔵文化財の緊急発掘調査を行っていた峰浜海岸 1 遺
跡（斜里町峰浜 55 番地）が 8 月上旬をもって終了し
ました。短期間の調査でありましたが、竪穴住居跡の
発見など大きな成果がありました。
　この緊急発掘調査は、移動通信（携帯電話用鉄塔）
施設建設工事予定地が遺跡であるために急遽行われた
発掘調査でした。携帯電話用の鉄塔工事に伴う発掘調
査は、道内でも数が少なく、北海道教育委員会による
と現在までのところ、斜里町と胆振管内の町との 2 箇
所だそうです。今後も携帯電話の需要に応じて鉄塔な
どが建設されるケースは多くなり、発掘調査が増える可
能性は大とのことです。
　

　今回の発掘調査で見つかった竪穴住居跡は、直径約
５ｍの円形をし、腰掛のようなテラスを巡らす住居跡で
した。住居の中央には炉があり、この中で火を焚いて
調理などをしていたものと推測します。南壁側には出入
り口ではないかと推察される掘り込み跡が見られまし

た。柱穴と確定できるものはなく、柱や梁でしっかり支
えた構造の住居ではなかったと推察されます。また、こ
の住居は焼けており（意識的に焼いた可能性もある）
炭化材が床面や壁際から見つかっています。住居内出
土の土器（トコロ６類式）から縄文時代中期中～末頃（今
から約 4,000 年前）の住居と考えられます。
　住居が火災を受けたものか、意識的に焼かれたもの
かを判断する材料として、住居の中から出土する土器・
石器などの遺物量や質が決め手となります。例えば、
火災の場合、取るものもとらず逃げているため、当時使っ
ていた生活用具 ( 土器や石器 ) が丸ごと壊されず、数
多く残存していることが多いのですが、火をつけた家の
場合、生活用具の多くは運び出され、捨てても良いよ
うな道具や壊れたものなどがわずかに残されているだけ
です。
　斜里町内で確認している生活用具が少ないケース（意
識的に焼いた）には、昨年マスコミ等でも紹介された
来運1遺跡の平地住居例があります。一方、火災にあっ
たケースとしては、峰浜海岸 1 遺跡（峰浜神社の近く）
の縄文時代前期の住居跡があります。この、峰浜の住
居の中からは数多くの石斧と石銛などが集中する状態
で見つかり、縄文時代の住居内での石器の配置場所が
明らかになった重要な例でありました。
　今回実施した峰浜の発掘調査のように調査面積が小
さくても出土する遺物や遺構が十分に期待できるものも
多くあります。多くの遺跡が壊されていく中、小さな面
積であれ、今後も積極的に調査を進めていこうと考えて
います。  　　　　　　　　　　　　（松田 功）

　今年の夏休みのメインイベント『小学生クイズラリー』
が終了しました。22 日間の開催期間中に、延べ 705
人の小学生が参加しました。担当者を始め、博物館職
員も驚きの参加人数でした。 
　クイズラリーについて簡単におさらいを…。4 人の学
芸員と研修員がそれぞれの専門分野 11 カ所の設問に
対し、5 通りの問題を作成しました。子どもたちは、一
人1日1回参加することができます。全問正解者には『メ
ノウ宝石』の 3 種類の中から 1 つプレゼント。2 通り
の問題をクリアすると『キーホルダー』がもらえるとい
う内容。賞品の『メノウ宝石』が大人気で、猛暑の中、
合地学芸員は約 150 個の宝石を制作し、うれしい悲鳴
をあげていました。斜里町だけでなく日本全国に将来の
地質研究者を生み出すきっかけとなったことでしょう。

（http://star.ap.teacup.com/ryujin/）小学生にも親
しめるような「知床らしいイラスト」をお願いしました。
トータルデザインキャラクターとして、クイズラリー全体
で使用しました。

　1 日の参加者の最大は 8 月 5 日の 54 人でした。学
校別では地理的に近い朝日小学校の子供が多く、延べ
336人。町外の子供も延べ151人の参加でした。東京、
大阪などの道外からも多数が参加。遠くは熊本から来た
という子もいました。

これからも、学校の授業や自分の興味を持ったことなど、
博物館をどんどん活用してほしいと願っています。
     　（宮内盛一）

　22 日間の
ロングランで
行ったクイズ
ラリー、子ど
もたちには博
物館に親しん
でもらえたと
思います。

　写真 ( 左 ) のかわいら
しいアザラシのイラスト
は、峰浜小学校のキャラ
ラクターもデザインしてく
れた、茨城県在住のタニ
コーさんの作品です。

　調査区域から
は縄文時代中期
の竪穴住居跡が
1 軒のほか、縄
文 時 代 前 期・
晩期の土器や石
鏃、ナイフなど
の石器の道具も
数多く見つかり
ました。


